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フィリピンの基礎共同体の活動

一ーカトリック信徒指導者の養成に着目して一―-
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rn ラジオ学校による基礎共同体の形成
IV 分野ごとの組織の形成

おわりに

I 基礎共同体と住民参加

地域社会の経済的，社会的な諸条件を改善するための

活動に，その地域の住民自身を参加させることが，近年

になり提唱されてきた。その根拠の 1つは，住民自身の

創意と努力とを導入することによって，活動の成果が住

民の要請により適切に対応したものになるということで

あるが，これに加えて住民の活動への参加が，住民の公

共意識責任感，自立心，協力心，連帯意識などを育て

るという教育的な効果をもつことも忘れてはならない。

活動において役割を担い， 目標の実現に貢献する体験

が，地域の住民の内に社会的な意識を育成するというこ

とは，看過できない盾要性がある。

本稿で紹介していく基礎共同体 (base community) 

（注1)が注目されるのは，それが今まで自己実現や社会参

加の機会に恵まれなかった第3世界の貧困層に対して，

活動への参加の場を提供することで，このような社会的

な意識の向上を促していると考えられるからである。基

礎共同体とは，貧困をはじめとする地域の問題に，地域

の住民自身を担い手として取り組むという，従来の教会

活動にみられない特徴をもった新しいカトリックの運動

である。司祭や修道者でなく一般の信徒が主体になると

いう，これまでの教会の運動と異なる形態が，地域の住

民の参加を促進するものとなり，その社会的な意識の形

成につながったのである。 1950年代にブラジルで始まり

その後急速に増加し， 70年代半ばまでにカトリック信徒

が多数を占めるほとんど総ての農村地域でみられるよう

になった基礎共同体の総数は，全世界で20万近くに上る

と推計されている（注2)。

従来の教会の形態と基礎共同体が最も大きく異なる点

の1つは，基礎共同体における教会構造の脱中央集権化

『アジア経済』 XXXl-9(1990. 9) 

である。伝統的に一握りの聖職者が引き受けてきた教会

の責務が一般の信徒に託され，専ら町の中心にある聖堂

で執り行なわれてきた宗教行事が周辺の集落でも催され

るようになるのである。教会の構造のこのような再組織

化は， 定期的に集まって聖書を学ぶ小規模なグルーフ゜

(Bible study group)を各地に形成することで推進され

る。これらの聖書研究グループでは指導者が選出され，

宗教行事もグループで自主的に行なう。このように信徒

の主体的な活動の場となるグループのひとつひとつが基

礎共同体と呼ばれるのである。その活動の領域は宗教の

みに限定されず，政治的，経済的なものも含めた地域社

会の問題にも対応するようになる。フィリヒ゜ンで基礎共

同体を推進してきたラバイエン (JulioLabayen)は次の

ように記している。

「基礎共同体は，村落かスラムの一角にある小さなグ

ループである。その小ささゆえに，構成員は他の構成

員に個人的な関心をもつことができる。私たちはこの

ような共同体の意識の向上と組織化とを助け，共同体

が政治的な力をもち，経済的に向上し，生活の他の総

ての側面で善と美と自由とを追求するのを助けなけれ

ばならない」（注3)。

東南アジア諸国のうちで唯一基礎共同体が興隆してい

るのがこのフィリヒ゜ンであるが，筆者はそこで 1つの事

例を対象に，住民参加とそれによる住民の意識の向上と

に特に注目して調査を行なってきた。以下でその過程と

結果とを報告し， 基礎共同体の活動の実態を紹介した

い（注4)。

（注 1) 他にもさまざまな名称がある。フィリピン

においても， ‘‘basic christian community", "basic 

ecclesial community" などと呼ばれる。本稿ではこ

れらを総じて基礎共同体と仮称する。

（注2) Cox, Harvey, Religion in the Secular 

City,ニューヨーク， Simonand Schuster, 1984年，

159ページ（大島かおり訳『世俗都市の宗教』新教出

版 1986年）。 同書は解放の神学が形成される士壌と

なった中南米の基礎共同体をはじめ，広く各地の基礎

共同体について言及している。他に世界の基礎共同体
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を概観したものに‘、BasicCommunities in the Chu-

rch," Pro Mundi Vita Bulletin, 第62巻 1976年 9

月/"BasicCommunities in the Church," Pro J¥,fundi 

Vita Bulletin,第81巻， 1980年4月／“BasicChristian 

Communities," Christianity and Crisis,第41巻第21

号， 1981年9月21fl /"Basic Communities in Africa 

and Latin America," iVorld Mission Magazine, 

1989年7月（いずれも雑誌の特集号）などがある。

（注3) Labayen, J., "Preaching the Gospel in the 
Social Context," International Congress on Mission 

編， Towards a New Age in ]¥,fission, マニラ，

Theological Conference Office, 1981年， 130ページ。

（注4) フィリピンの基礎共同体に関する研究には

Opalalic, Agustin, "The Ordained Minister in Basic 

Ecclesial Communities : A Study on the Role of the 

Priest According to Church Doctrine and the Ex-

perience of Lay Ministers from Three BEC's in the 

Philippines,’'修士論文， Ateneo de Manila Univer• 

sity, 1982年/Gaspar,Karl, "The Local Church and 

Militant Lay Participation: The MSPC Experience," 

Pro J¥,fundi Vita: A.I•ia、-Australasi口 Dossier, 第34号，

1985年6月/Bishops-Businessmen'sConference, Ba・ 

sic Christian Communities: A Threat or a Cha!・

lenge? マニラ， Book-works, 1986年/BECService 

Office, /nter-BEC Consultations: How Far Ha匹

We Gone?マニラ， 1988年などがある。これらのう

ちでは Gaspar論文が，活動の実態を比較的詳しく記

述している。

II 調査の概要

1. 調査の経緯

基礎共同体は司祭のイニシアチブによって，小教区単

位で始められるのが一般的であるが，その成否は司祭を

監督する司教の支援が得られるかどうかに左右される

（注1)。そこで筆者は前述のラバイエンが司教を務める教

区を選び， 13ある小教区のうちの 1つをカトゥハ(Katha)

調査地に定めた（注2)。最初は教会関係者との面識を得る

ために，カトゥハの司祭が日本の青年を招いた交流会に

加わって1984年に現地を訪問した。 10Hの滞在期間中に，

活動の概要を把握すると同時に，司祭や教会ワーカー

（注3)，基礎共同体を構成する信徒たちと接触し，調査を

円滑に行なうことのできる人間関係を築いた。その後は

数Hから数十日の個人的な訪問を繰り返して，活動の推

68 

移を 5年間にわたり追跡した（注4)。

幸い教会が外部からの調査や取材を積極的に受け容れ

る方針を採っており，筆者と教会関係者との間の個人的

な親交も深まったため，活動の観察や関係者とのインタ

ビュー，記録文書の閲覧などの調査活動には全く制約を

課されなかった。また滞在中は教会施設内の 1室を宿泊

用に提供された。このため，教会が活動の記録を十分に

はしておらず，内部資料の保存も不完全であったにもか

かわらず，十分な情報が収集でき，活動の全体像を把握

することができた（注5)。特に1985年頃からは新しい試み

が開始され，定杵していくのを記録することができた

（第1V節参照）。

2. 謂査地と教会の活動
カトゥハは，シエラマドレ (SierraMadre)山脈を北

東に抜けて太平洋へ流れ出るアゴス (Agos)河の最下流

域である沖積肘平野に位置し，山脈と海岸線とで周囲を

囲まれている（第 1図参照）。砂利敷の国道が山脈を越

えてマニラまで続いており，所要6時間のバスが 1日約

5本と，ジプニーとが運行している。この国道は外界へ

の唯一の通路であるが，雨期には土砂崩れによって時お

り寸断される。またカトゥハには電話回線が引かれてい

ない。このような交通・通信手段の制約により，外界と

の交流は限られている。住民の主な交通手段は徒歩とト

ライシクルである。

小教区カトゥハはケソン州 (QuezonProvince)に位

置し，その範囲は同名の市域と一致している。市は36の

バランガイ (barangay。地方行政組織の基本単位）で構

成され，そのうちの 3つが市街地を構成する。 1986年の

人口は 2万9434人，戸数は5208で，人口の半数以上 (1

万5046人）を20歳未満が占めた。このうちで市街地居住

者は12.7ほ (3737人）にすぎず，大部分の人々は周囲に

広がる水田の各地に散在する集落に居住している。ほと

んどの人はタガログ語を母語とする。

民家のほとんどは，屋根をニッパ椰子の葉で葺き，竹

や椰子の葉を編むか木材を用いた壁に，割り竹の高床式

である。水は井戸や川から得ている。カトゥハの全城は

1982年から電化されたが，ほとんどの家庭の電化製品は

電灯とラジオに限られる（注6)。産業の中心は農業，漁業

および林業である（注7)。

人口の98l,l;i:をカトリック信徒が占めるカトゥハでは，

2人の司祭と常勤および非常勤の教会ワーカーたちによ

りさまざまな活動が行なわれる。教会所有の農場では，野

菜やカカオなど，これまで作られなかった作物の栽培を

実演し，農民に導入を促している。また信用組合の設立を
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第1図 カトゥハ／卜教区詳図および位置図
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（出所） 安倉和弘・前田由美． P.0. Balagas •平野信一「フィリヒ゜ンにおけるマングロープ林の人為的破

壊について」（宮城豊彦 •G ・マキシミノ編「フィリヒ゜ン．ルソン島におけるマングロープ的環境の成

立とその人為的破壊の実証的研究および修復への提言」 1989年） 26ページの図に加筆・修正。

（注） （1) 等高線は最も海寄りから順に 0t;, 5 t;, 100は 200佑で， 以降は100:苅り隔。｝，ば線部は潮の

干満のある部分で．マングローブが生息しているが．地図上は海洋に属する。

(2) 太線は国道。

(3) 36のバランガイのうち27の配置を名称とともに記した。

奨励し，運営のための助言や指導を行なっている。教会

はハイスクール（生徒数846, 教員数28)も運営してい

るが，その 3階建ての校舎はカトゥハで最大の建物であ

り，教室や講堂は，市の行政を含む地域の行事や集会の

ために無料で提供される。

こうした教会の活動の中心で，地域の住民に普逼的な

影響を与えているのが基礎共同体である。第1Il節でみる

ように，カトゥハの基礎共同体は教会が運営するラジオ

届の番組を通じて， 1976年から形成されてきた。さらに

この基礎共同体を基盤として， 1985年頃からは分野ごと

の組織の形成が始められ，地域の政治的，経済的な問題

へのより具体的な取組が目指されている。第1V節では 8

つの分野の 1つである冊親の組織を取り上げて，その形

成過程と活動とをみていくことにする。

これらの活動に一貫してみられたのが，一般の信徒の

うちからリーダーとしての資質のあるものを見出して養

成するという方策である。 この方策をとる理由の 1つ

は，限られた人数の司祭と教会ワーカーのみで把握する

には小教区の信徒の人数が多すぎ，また居住地も広範に

散在するため，各地で信徒たちを把握し，その代表とし

て教会ワーカーとの間のパイプ役を務める者が必要なこ

とである。さらにこの方策は，養成された指導者を基礎
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共同体の核とすることをねらいとしており，信徒たちが

自ら意志決定をして行動するグループになっていく際

に，これらの指導者がその中心とされる。第IV節第2項

でみるように母親の組織では，指導者の養成がすすめら

れた結果， 1989年に 4名の紺親が， n1祭や教会ワーカー

と対等の関係で仕巾ができるだけの能力と意識をもつと

認められるまでになった。信徒指導者の養成 (lay-lead-

ership formation) と呼ばれるこの方策は，フィリピン

の他の基礎共同体の事例報告においてもしばしば言及さ

れる（注8)。

（注1) カトリック教会は司牧のために地域を教区

に区分し，各教区を司教が管轄する。教区はさらにい

くつかの小教Iズに分けられ，各小教区が 1~2人の司

祭に委ねられ，教区が雇うワーカー（本節（注3)参照）

がこれを補佐する。フィリピンには67の教区があり，

2127の小教区に区分される。 deAchutegui, Pedro, 

"The Catholic Church in the Philippines; A Statisti-

cal Overview," Philippine Studies,第32巻第 1季，

1984年， 82ページ。

（注 2) ラバイエンは存作のなかで次のように記し

ている。「私は今まで 10年以上，基礎共同体の成長を

推進してきたが，そこで金の鉱脈を掘り当てたと思っ

ている。人々の信仰が深まり，お互いへの関わりが増

し，心が開かれ，祈りが強くなり，共同体が形成され

るのを私は見てきた。•…••基礎共同体は，他のいかな

る過去のプログラムよりもはるかに深く人々の心にふ

れてきた」。 Labayen,J., To Be the Church of the 

Poor,マニラ， CommunicationFoundation for Asia, 

1986年， 47ページ。なお調査地名は仮名である。

（注3) 司教や司祭を補佐して教会のために働く。

学歴はハイスクール卒業以上の者が多い。複数の小教

区を同時に担当する者もいる。調査期間中に主にカト

ゥハで働いていた者は約30人であった。

（注4) 調査H程は1984年8月18~27H,85年3月

11~14日， 86年3月6~9f=l, 7月20日～8月23日，

12月22~2513,87年3月25日～ 4月913, 89年3月6

~9日， 8月24~2613の8回で，のべ100日であった。

この期間以外にも，マニラで司祭や教会ワーカーに会

い，インタビューを行なった。また教会ワーカーから

の手紙を通じて活動についての情報を定期的に得てき

た。

（注5) 教会に保存されていた資料のうちで製本さ

れたものは，ラジオ局（第m節参照）について記した
Bayanihan 〔助け合い〕 BroadcastingCorporation, 

70 

10th Anniversary,'1968—1978, 1979年のみで，他は

騰写版印刷物かタイプされた文書であった。またイン

タビューはh]祭，教会ワーカー，信徒の参加者および

健康省の看護婦に対して行なった。

（注6) これに対して市街地ではコンクリート床で

プロック建の家が多くなり，商店には 2階を住居とし

たものもある。上水道施設も配備されている。

（注7) 米，椰子，バナナが主な農産物である。近

海と沿岸で鰺，飛魚，鯖，鰯，マンポウ，ニシンが，

河からは泥餓，鰻，蟹が捕獲される。林業のtな材種
はラワンである。

（注8) Gaspar,前掲論文はミンダナオ島での信徒

指導者の養成に言及している。

田 ラジオ学校 (radioschool)による

基礎共同体の形成

1. ラジオ学校 (1976年～）

1968年に教会は，通信手段の確保のためにラジオ局を

開設した。事務所と10平方{;ほどのスタジオが聖堂に付

設され，常勤者4人と非常勤者6人，無給の奉仕者25人

による 1日15時間の番組が 720:9レ』出力 5;y；の信号にの

せて送られ，カトゥハをはるかに越える範囲で最も強力

な信号として受信される。ラジオ局が1979年に行なった

調査によると，小教区のラジオを持つ家庭で教会からの

放送を最も好んで聴いていたのは全体の79％であった。

ラジオ局は地域へかなりの影響力をもつと推定される。

運営費は広告収入で賄われる。週日の番組編成はニュー

ス(130分），伝言サービス (215分）（注1)，生活情報(150

分），音楽その他の娯楽 (390分）および祈疇や聖書朗読

(15分）である。

日常の放送内容は，この番組編成にみられるように宗

教的な色合いが薄いが，そのなかで重要な番組が，教区

設立25周年を契機として1976年から始められた「ラジオ

学校」 (radioschool)で，カトゥハの基礎共同体はこの

ラジオを通じて形成されてきた。金曜夜7時半から 8時

まで放送される番組は，司祭とラジオ局の担当者との対

話形式で進行し，聖書の 1つの箇所を取り上げて解説

し，地域社会やフィリヒ゜ンの状況と関連させた解釈をし

てから話し合いのための課題を提供する。信徒たちは各

地で集まって放送を聴き，そのまま引き続き 1時間ほど

の話し合いを行なう。この聖書研究のグループのひとつ

ひとつが基礎共同体を形づくり， 1987年にその数は，教

区内で85に達していた。それぞれの基礎共同体には平均
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15人の参加があり，地元の信徒のうちから選ばれたタガ

パグウグナイ (tagapag-ugnay。仲介者）と呼ばれる司会

進行係を中心として，週 1回各地で自主的に砲書研究を

行なっている。

筆者はバランガイ・トゥドトゥラン (Tudturan)でタ

ガパグウグナイを務める43歳の主婦の家に招かれて宿泊

していた際に， 1986年8月8Hの咽書研究に．セち合うこ

とができた。その時の様子は以下のようであった。

参加者は，近隣にある大きめの民家の， 25平方t；；；ほ
どの広さの居間に集まった。人数は母親に連れられた

幼児を除いて11人で，ハイスクール以下の 4人の他は

主婦層が多く男性は 1人だけであった。ラジオがルカ

福音書12章32~48節（「目を覚ましている召使」とし

て知られる箇所）について「特別な時でなく毎日の生

活のなかで，神の望みに従うことが求められている」と

解説し「多くの人が生活に追われて忙しいが，私たち

はどのようにして毎I1の生活のなかで神の沼みに応え

ていくのか。またどのような時に神の前での責任を果

たすことが難しいか」という課題を出した。参加者の

うちで 3人がメモをとっていたが，残りは床や虚空を

見つめるか，幼児をあやしながら聴いていた。

番組の終了の後に短い祈りを唱えてから，タガパグ

ウグナイの司会で話し合いに人った。最初は短い発言

が多いが徐々に 1人の話が長くなり，途中に横からの

口出しが入るようになって活発な話し合いとなる。寡

黙な参加者には適宜タカ＇パク＇ウグナイが発言を求め

る。話の内容が逸脱したり混乱するとタガパグウグナ

イが聖書を再読して説明を加える。冗談の含まれた発

言が多く，皆よく笑う。幼児が泣きだすと母親は懸命

に泣き止ませようとするが，他の人はほとんど気に留

めない。雰囲気は寛いでいたが，全体の注意が散漫に

なることはなかった。散会の前に全員で短い祈りを唱

えた（注2)。

ラジオの解説も話し合いも総てタガログ語で行なわれ

た（注3)。参加者の主な発言の内容は以下のようであっ

た。

一常に神に忠実でなければならない。神は私たちが忠

実であるかどうかを，いつも見ていて知っているか

らである。

一皆に自分のものを分け与えていれば， 神は見てい

て，困った時には助けてくれる。

一ただ勉強だけでなく，それを皆の役に立つように用

いなければならない。そうしなければ神の前では意

味がない。（生徒の発言）

現地輯告ー＿一-ー＿ T

ー教員が生徒のためでなく給料のために働いたため

に，生徒が授業を理解できないならば，それは神の

望みに反する。（教員の発言）

一兵隊の隊長には特に良い行ないが求められる。隊長

が良ければ，兵隊も良くなる。

一神の前で正しい行ないをするためには，自分の良心

をよく見つめて，夫として，妻としてあるいは仕事

において神に忠実である方法を見出し，自分の過ち

を見つけていかなければならない。

ー出勤簿に記入しても働かずに出ていってしまうの

は，神の国の人ではない。

ー外出ばかりしないで家事をして，子どもの世話をす

るのは家族に対する義務である。子どもに料理をさ

せているようでは，母親の義務を果たしていない。

（主婦の発言）

一夫がサウジアラビアに出稼ぎしている留守に，妻が

夫に忠実でいるのは難しい。

一朔書を読み， 日曜にはミサに参列し，そして神の目

からみて良いことを行なわなければならない。

話し合いの水準は高くはないが，毎日の生活現実に具

体的に関わる内容がみられる。こうして，人々の H々 の

行動に変化を与えるような聖書の解釈がなされているこ

とが注目される。ラジオ局は番組開始から 2年後の1978

年に，ラジオ学校が人々に与えたインバクトを評価して

次のようにまとめた。

(1) より多くの人が聖書を手にし，祈稿と賛美歌を学

んだ。ミサの参列者が増えた。

(2) ラジオとタガパグウグナイとによって，遠方との

コミュニケーションが容易になった。

(3) 各地で地域の指導者としての資質のある者を見つ

けることができた。

(4) 近隣での集会と祈躊の機会になった。

(5) 近隣の人々がお互いをより身近に感じるようにな

った。盗みが減った。

(6) 家庭や親族内の問題，地域の問題の解決に役立っ

た。

(7) 祭の準備や教会の活動に積極的に参加する人々が

増え，実行が容易になった（注4)。

(7)は，信徒が活動の主体的な担い手となるという，基

礎共同体の特徴が実現されてきたことを示すものとみる

ことができる。そしてそのために(3)にあるように，指導

者としての資質のある者を発掘し，タカ・パグウグナイと

して養成して，信徒自身による意志決定や計画，実行の

中心とすることが行なわれてきた。無給の奉仕職である
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タガパグウグナイは，意識が高く積極的に役割を引き受

ける信徒たちに担われ，基礎共同体の展開のために欠く

ことのできないものとなっている。このタガバグウグナ

イが，指導者としてどのように養成されているのかを，

次にみていく。

2. タガパグウグナイの養成

養成の 1つの方法は実地に役割を担って経験を積むこ

とである。聖書研究においての司会進行をはじめとする

世話役や，参加を促すために昼間に家を 1軒ずつ訪問す

ることによる近隣の人々との信頼関係の確立，祭など近

隣での行事においても中心となって人望を得ることなど

で，タガバグウグナイは指導者としての技量を洗練させ

てきた。筆者が面談した司祭や教会のワーカーのほとん

どが，こうして経験を積ませることが信徒の指導者を養

成する最も効果的な方法であると認識していた。

このような経験を踏むことによる餐成を補うために，

毎月第 1土曜に小教区全体からタガバグウグナイが集ま

っての研修全が開かれる。前述のハイスクールの教室で

開かれる研修会では．話し合いにおける司会進行の技術

や聖書についての知識が与えられる。 1986年8月2日に

観察した研修会の様子は以下のようであった。

参加者は35人で．全員が女性で主婦層が多く．子供

を連れてきている母親も 4人いた。進行はハイスクー

ルの宗教の教員をしているタガバグウグナイが行なっ

た。朝9時から始められ，最初に短い祈りを唱え．歌

の練習を 3曲してから，出席者が自己紹介をし，自分

の担当する聖書研究グループの近況を報告した。その

後，研修を受けてきた期間の長い者と短い者とで 2つ

の教室に分かれた。第者は後者を観察したが，そこで

は宗教の教員により話し合いの進め方についての講義

がされた。講義の内容は良い話し合いと悪い話し合い

についてで「良い話し合いでは全員が満逼なく発言

し， 1人が発言している時は他の全員が聴いている

が，悪い話し合いでは複数の人が同時に発言し，また

発言者が全員に向かって話さず1人を相手に話す」と

説明された。

その後， 司祭から咆書についての講義が行なわれ

た。司祭はマタイ福音書16章13~20節（「ペトロの信

仰告白」として知られる箇所）を朗読した後「キリス

トは何者か」と発問し，出席者の考えを自由に発言さ

せて板甚した。「救い主」「神の子」「力ある者」「真の

師」が挙げられ， それぞれに司祭が注釈を加えた。

「神の子」についてはキリストの二面性（神性と人間

性）を説明し，「真の師」についてはキリストが最初
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のタガバグウグナイであったと述べた（注5)。出席者の

姿勢が積極的なため，終始集中した講義となったが，

冗談の絶えない和やかな雰囲気はラジオ学校の時と同

様であった。その後全員が集まって短い祈りを唱

え，正午に散会した。

講義のために呼ばれてくるまで司祭は出席しておら

ず， すべてタガバグウグナイたち自身の手で進められ

た。出席者数が35人と少ないのは，タガバグウグナイの

意識が低いためでなく，主な理由は子脊てや仕事で時間

的余裕が十分にない人が多いことにあると司祭や教会ワ

ーカーは解釈している（注6)。研修会は指導者としての聖

書の知識と司会進行のための技術とを習得する場である

と同時に，このように多忙な者が多いタガバグウグナイ

同士が交流することのできる数少ない機会でもあり，タ

ガパグウグナイの間に横の繋がりを形成している。

以I：みてきたように，調査地ではラジオ学校による聖
書研究を通じて基礎共同体が形成され，その核となる各

地の指導者としてタガパグウグナイが蓑成されてきた。

以前は教会の活動はこの基礎共同体の形成のみを中心と

していたが， 1985年頃から，宗教的，精神的な側面が強

調されすぎたという反省と，人々の政治的，経済的な問

題により具体的に関わることが必要であるという認識と

により，分野ごとに小教区全体の人々を組織化する試み

が始められた。

（注 l) 伝言サービスは地城への無料奉仕として行

なわれるもので，捜索願い，政府機関や教会からの公

報，会合の通知，災害その他の緊急連絡，発送・到着

の通知，公開討論，訃報などの内容が，依頼に応じて

放送される。

（注2) 3つのグループの駆書研究を合計4回観察

したが，様子はほぼ同じであった。なお1986年8月1

日の観察の記録を拙稿「フィリヒ゜ンの基礎共同体(ba-

se community)-―地域教会の教会活動ーー」（『比

較教育学』第15号 1989年）で報告した。

（注3) ラジオ学校に限らず，カトゥハでの会合に

おける話し合いや講義，ラジオの番組などは，総てタ

ガログ梧で行なわれた。

（注4) Bayanihan Broadcasting Corporation,前

掲書， 55~56ページ。

（注5) 研修期間の長いタガバグウグナイたちは隣

の教室で歌の練習を続けた後，別の司祭から「＋戒」

をテーマにした講義を受けた。毎月の講義内容はいず

れも継続性がある。

（注6) 1988年10月に台風による洪水と暴風で，こ
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の地域が家屋や農産物などに1500万ぢ（教会の集計）

の被害を受けた際，教会ワーカー側は11月5日の研修

会を延期しようとしたが，タガパグウグナイたちの側

からの要望により予定どおりに行なわれた。これらの

ことから，司祭や教会ワーカーはその意識の高さを評

価している。

IV 分野ごとの組織の形成

—母親の組織の例を中心に＿一

甚礎共同体における一般信徒の参加の姿勢を基盤とし

て，分野ごとの人々の組織化が推進され始めたのは1985

年頃からであった（注1)。同じ分野の人々は共通の問題を

抱えているので，それらの人々により構成される組織で

は具体的な協力が可能であり，団結して対処し問題を解

決することもできるので，活動がより人々の生活現実と

深く関わるものになると期待されたのである。現在まで

に稲作農業，ココ椰子農業，沿岸漁業，淡水漁業，市場

商業および行商の 6つに，母親と学校外青年を加えた 8

つの組織が形成されてきた（注2)。1987年8月には各組織

の代表が集まって民衆会議 (People'sCongress) が結

成された（注3)。これらの組織のうちで稲作農業，沿岸漁

業と並んで活動の盛んな母親の組織であるプクロッド・

イナ (BuklodIna。批親の団結）をとりあげ，その形成

の過程を見ていくことにする。プクロッド・イナの設立

に至る母親たちの組織化は，母親を対象とした教会の栄

養プログラム (nutritionprogram)を通じてなされてき

た。

1. 栄養プログラム (1986年～）

(1) プログラムの概要

教会が1985年に小教区全体の75g;:の戸数を調査したと

ころ，生後 6~60カ月の乳幼児の31.6~が，体重が標準

の75ほ以下の栄養失調であった。この状態の最大の原因

は住民の貧困にあるが，教会はこれに加えて母親の知識

の欠如も原因の 1つであると分析した。すなわち保育や

栄養，保健衛生に関する知識が十分でないことから，家

庭での食生活や育児，環境整備に支障をきたしていると

分析したのである。これに対応するための健康省 (Mini・

stry of Health) による保健衛生指導や医療も十分に浸

透していない（注4）。このような状況に対して教会は，こ

れまで脱脂粉乳 (non-fatdry milk) と粉豆乳 (soybean

milk) とを必要な家庭に供与していたが， 1986年から母

親の教育と組織化に重点を置いた栄養プログラムを開始

現地報告ーー＿ー＿~ー―—

したのである（注5)。

栄養士の資格をもつ教会ワーカーが担当するプログラ

ムは，栄養失調の児童をもつ拇親を対象とし，参加者と

して1986年の開始時に 764人が登録した。年内にさらに

260人が加わり， 1989年現在は約1700人にまで増加して

いる。 fl常のプログラムの軸となるのは各バランガイで

1~2カ月に 1度開かれる会合である。そこでは脱脂粉

乳と粉豆乳の 4をずつの配給や，乳幼児の体重計測，健

康と栄養に関する学習会などが行なわれる。場所は公立

小学校の教室やバランガイ・ホール（市有の集会施設）

を借りるか，または参加者の自宅が利用される。 1986年

に行なわれた学習会のテーマは，第 1回から順に「導入」

「健康や生活と栄蓑との関係」「含まれる栄養分による食

物の分類」「栄養のある食物の経済的な摂取（低価格で

栄養のある献立）」「妊娠・授乳と栄養」「乳幼児のため

の栄養」であった。第 1表に，登録した母親の人数と，

1986年3~11月の会合の H程と出席者数とを27のバラン

ガイについてまとめた。

聖書研究グループのタガパグウグナイのように，栄養

プログラムにおいても各バランガイで指導者となる母親

が 1~3人選ばれており， コーディネーターと呼ばれ

る。その人数は1986年は40人であったが，参加者数の増

加に伴い 89年には 72人になった。コーディネーターも

無給の奉仕職であり，タガバグウグナイが兼任している

こともある。コーディネーターのうちから特に17人が教

育委員 (educationcommittee member)として選ばれ，

訓練を受けて，栄養に関する学習会の司会進行の役割を

引き受けている。第2図ーaにこれらの役職の関係を示

す。

筆者は会合に立ち合うワーカーに同行して，会合を13

回観察した。 1986年7月25日にバランガイ・バロボ(Ba-

lobo)で観察した様子は以下のようであった。

1986年7月25日にバランガイ・バロポのバランガイ・ホール
で行なわれた栄養に関する学習会（筆者撮影）
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第1表 27のバランガイでの栄養プログラムの登録者数，会合の参加人数およびH程

(1986年3~11月）

会合に参加した登録者の人数（人）と日程
バランガイ名 登録者数（人）

第 1回 第2回 第 3回 第 4回

ミスワ 31 23(4/14) 23(6/17) 22(7/8) 19(10/3) 

Jレア］レ 11 + 4(7) 8(4/18) 11(6/14) 14(7/9) 14(8/22) 

コモン 20 + 3(7) 10(5/14) 13(6/28) 20(8/11) 23(9/22) 

バテイカン 7 + 6(7) 4(5/24) 4(6/8) 9(8/15) 8(9/21) 

インガス 8 + 5(7) 8(.) 4(*) 10(8/14) 11(9/11) 

リブホ 30 +16(7) 20(3/14) 16(6/7) 24(8/13) 25(9/18) 

ヒ゜ナグラパタン 12 + 9(7) 5(*) 10(8/26) 15(9/12) 17(11/19) 

カタンブンガン 16 + 9(7) 12(•) 15(8/11) 12(9/10) 16(9/17) 

バンティラン 23 +10(7) 14(*) 19(8/6) 17(8/19) 18(9/16) 

ピ ラワイ 20 + 12(7) 11(4/15) 21(7/11) 23(8/29) 26(9/5) 

アゴスアゴス 18 +10(7) 13(5/20) 18(7/11) 21(8/17) 15(11/11) 

マイプロット 19 + 6(10) 4(3/5) 8(8/8) 8(8/8) 12(*) 

シランガン 28 15(*) 19(8/24) 9(9/2) 14(*) 

カワイニン 12 + 8(7) g(*) 15(7 /22) 11(8/3) 10(*) 

アンティキン 25 + 5(8) 24(*) 19(8/15) 19(9/3) 23(*) 

トゥドトゥラン 10 9(*) 8(8/6) 6(9/13) 6(*) 

アリタス 16 + 2(8) 12(6/3) 11(8/4) 10(8/23) 11(9/22) 

ランガス 8 + 5(7) 5(5/14) 5(6/25) 9(7 /10) 12(8/15) 

アニボン 7 + 5(7) 5(5/13) 5(6/9) 9(7 /10) 10(8/21) 

ノミコン 19 + 8(7) 17(3/10) 14(6/10) 24(7/14) 19(8/14) 

バロボ 11 + 4(10) 6(5/14) 8(7 /25) 8(8/12) 5(9/30) 

プロ 17 14(5/15) 14(6/16) 13(7/15) 11(8/25) 

ビJノアン 30 + 7M 24(3/11) 23(4/24) 24(8/6) 24(9/24) 

アモロンギン 12 + 6(7) 3(5/13) 4(6/9) 12(9/10) 7(10/22) 

アビアウィン 17 U(4/9) 5(6/19) 9(8/20) 12(9/19) 

ビヌラサン 26 +2517) 19(4/5) 13(6/18) 20(8/1) 15(9/6) 

ディナヒカン 28 +14(7) 20(3/22) 11(6/6) 29(8/18) 23(9/14) 

人数の合計 481 +179 325 336 407 406 

（出所） 担当の教会ワーカーが作成した記録をもとに筆者作成。

（注） （1）かっこ内は会合の行なわれた日付。＊は記録の不備でH付が不明なもの。
(2)登録者の追加があったバランガイでは，その数を登録者数欄の右側に記し，追加登録がされた月をかっこ内に

記した。

(3)各バランガイの位置は第 1図に記してある。

会合は午後3時からバランガイ・ホールで開かれ

た。 トタンの廂がつくる50平方fるほどの陰に長椅子が

並べられ，黒板が掛けられた。この時のバロボの登録

者数は 11人だったが， それ以外の主婦も出席したた

め，遅刻を含めた出席者数は15人で，ほとんどが乳幼

児を連れてきていた。 3人のコーディネーターのうち

の1人が教育委員で，司会進行を行なった。
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連れてきた乳幼児の体重を計測した後，学習会が始

められた（写真 1)。 テーマは「健康や生活と栄養と

の関係」であった。教育委員が発問し，出席者が自発

的にそれに答える問答形式で進められた。教育委員は

発問とそれに対する出席者の発言とを板書した（その

内容を第2表に記す）。 これらの母親たちの発言のう

ちに，食物のみでなく貧困など背漿にある社会的な事
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第2図 栄養プログラムおよびプクロッド・イナにおける信徒指導者の役職の関係

a 栄養プログラムの
開始時 (1986年） C L.O．の選出時 (1988年）

nl祭・教会ワーカー ,i]祭・教会ワーカー L.O 

成

,

＂

 
成

出

▲
|
 
選

パムヌアン

夕

'

”

-

ネイデコ
コーティネーター

教育委員

「 ―]

b プクロッド・イナの設立時
(1987年）

叫祭・教会ワーカー

養成

パムヌアン

コーティネーター

教育委偵

（出所） 筆者作成。
（注） a : すべての教育委員はコーディネーターのうち

から選ばれた。教会ワーカーが中心となってコーデ

ィネーターと教育委員を指導者として養成した。

b : 大部分のコーディネーターが，ブクロッド・イナ
の新しい役職であるパムヌアンを兼任した。教会ワ

ーカーが中心となってコーディネーター，教育委員

およびパムヌアンを養成した。

C : 教会ワーカーが選出した4人のL.0．は，いずれ
もコーディネーターとパムヌアンを兼任していたが，

教育委員である者とない者とがあった。このL.0.

は教会ワーカーと対等であるとみなされた。

柄にまで言及するものが含まれることを，教会ワーカ

ーは特に高く評価する（注6)。

教育委員はばらばらに発言される出席者の答を，そ

のまま板書することもあれば，解説や意見を加えたり

内容を問い質すこともある。司会と発言者との間の会

話の他に，出席者の間でも小声で意見交換がされ，ざ

わついてはいるが，全体として出席者の注意は司会を

中心とした学習会の方を向いていた。冗談が混じり，

幼児が騒ぐのも，聖書研究の時と同様であった。学習

会が終わると脱脂粉乳と粉豆乳が配給され，受け取っ

た母親から順に帰り始め， 5時頃散会した。教会ワー

カーは立ち合っていたがほとんど介入せず，教育委員

を中心にコーディネーターたちの手で運営がなされた。

(2) コーディネーターの養成

栄養フ゜ログラムは母親の教育と組織化とを主要な目標

としてきた。コーディネーターは，この母親の組織が形

成されていく際の核となることを期待され，タガパグウ

グナイと同様に，指導者として養成されてきた。役割を

担って実地に経験を積むことが，最も効果的な養成の方

法であると考えられてきたことも，タガパグウグナイの

場合と同様である。バランガイでの会合の世話や学習会

の司会を務める教育委員，乳幼児の体重計測，脱脂粉乳

と粉豆乳の管理と配給，会合の H時伝達や招集，教会ワ

ーカーとの連絡などを経験することがそれである。
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第2表 バランガイ・バロボでの栄養に関する学習会の記録 (1986年7月25日）

板書されたnj会の質間 1 板督された出席者の答

栄養物摂取 (nutrisyon)とは何か。 食事

料理

健康

栄養物摂取とは，食物を食べて，体がそれを用いることである。栄養物摂取を I食べる食物の鼠と質とを適切にする
良くする方法は何か。

食物の址と質とが不適切だと栄養物摂取は悪くなるが，その原因は何か。 1貧困

栄養物摂取が悪くなった時の徴候は何か。

栄養物摂取が悪くなると，どのような結果を生じるか。

（出所） コーディネーターの板書を筆者が写し取ったもの。
（注） ＊第W節の（注 1)を参照。

このような， 役割を担う経験を通じての養成に加え

て，研修会も開かれる。コーディネーターのうちから投

票で選ばれた教育委員のためには，栄養に関する知識や

司会進行の技術を与えるための研修会が行なわれる。プ

ログラムが開始された当初は集中的に， 1986年5月30

H, 31日， 6月13日， 7月5H, 6 H, 12日， 26Hに研

修会が行なわれた（注7)。またコーディネーター全員が毎

月1度集まって，担当の教会ワーカーから組織運営の技

術や最近の国内情勢などについての講義を受けてきた。

担当の教会ワーカーはこうした養成の成果を評価して

「プログラムの進行につれてコーディネーターの参加が

より積極的になったJ と諾った。筆者がみたところで

も，プログラムが開始された1986年の 1年間は特に成長

が顕著で， 3月に会合を観察した時には母親たちの招集

もおぽつかなかった教育委員が， 8月や12月にみた時は

手際よく会合を進め，教会ワーカーの手助けが必要なく

なっていたのが印象的であった。
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失業

怠慢

知識の不足

食物の不足

養魚池＊

痩せる

顔の青白さ

病弱

脱毛

白目

子どもが不活発になる

顔の敲

腹の膨れ

罹病しやすくなる

痩せる

死亡

子どもの知能の低さ

2. ブクロッド・イナ (1987年7月18日～）

(1) 構成と活動

栄養プログラムは小教区における栄養状態を改善する

だけでなく，プログラムを通じて母親たちのうちに組織

を形成し，司祭や教会ワーカーから自立させていくこと

をめざしていたが， 1987年7月18日に前述の民衆会議が

結成されたのに合わせてプクロッド・イナが設立された。

ブクロッド・イナは栄養プログラムと異なり，栄養失調の

子どもをもつ拇親のみに対象を限定してはいないので，

より多くの母親により構成され，その数は1989年8月現

在で2000人にのぼる。栄養プログラムのみが行なわれて

いた時と同様に，構成員は各バランガイで会合をもつ。

また毎年12月の第 1日曜に前述のハイスクールで構成員

の全体総会が開かれ，会長 1人を含む15人の理事が選出

される。理事の任期は 1年で，毎月第 1日曜の午後に理

事会をもつ。こうして組織構成が固められたプクロッド

・イナは， 1988年11月16日に証券取引委員会(Securities
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and Exchange Commission)に登録された。

栄養プログラムのコーディネーターと同様に，各パラ

ンガイで 4人の指導者が選ばれ，バムヌアン (pamunu-

an。役U)と呼ばれる。パムヌアンの半数はコーディネ

ーターが兼任しているが，その蒋入によ，J.て，より多く

の母親が指導的な役割をもって活動に参加する機会をも

つことになった。全部で 144人のバムヌアンが偶数月の

最終土曜に前述のハイスクールで会合をもち，各地の現

状報告と以降2カ月間の計画とを行ない，加えて司祭や

外部から招いた講師によるさまざまな分野の講義を受け

る。第2図―bにバムヌアンと他の役職との関係を示す。

プクロッド・イナによる新しい活動に養豚プロジェク

トがある。母親に家庭での豚の飼育を嗅励し，食用に供

して栄養源とすることや，成育した豚を売却して生社を

補助することで栄養不良の背景にある貧困の問題に対応

することが，プロジェクトのねらいである。農業担当の

教会ワーカーによる餐豚の技術指導が5ゲループ ， 2（｝人

を対象に1988年7月から行なわれてきた。 1989年8月に

は生後 4カ月の雌豚13頭が初めて購入され， 1頭ずつ理

事の母親の家で飼育され始めた。 1頭3000ペソの購入費

用は教会からの年率 2％の融資によるもので，次に生ま

れる子豚を他の母親に売却して返済する。このプロジェ

クトは，参加者の U常の負担と責任が大きく，活動に積

極的な局親が多数いたことで実現が可能となったといえ

る。

またブクロッド・イナは，他の信徒の組織と提携した

活動を，前述の民衆会議を通じて行なっている（注8)。分

野ごとの 8つの組織からの代表が毎月第2日曜の午前に

会合をもち，小教区全体の問題を協議し，各組織が協力

しての対応が図られる。プクロッド・イナからも 4人の

理事が代表として会合に出席している（注9)。

(2) リーダー・オルガナイザー (1988年6月～）

1988年6月からは，担当の教会ワーカーがパムヌアン

のうちから特に選んだ 4人が，無給ではあるが，それぞ

れの分担の地域で，教会ワーカーが行なってきた役割を

すべて任されるようになった。能力と意識が特に高いと

評価されたこの 4人はリーダー・オルガナイザー（略称

L.O.)と呼ばれ，毎週月曜の午前中に開かれる教会ワ

ーカーの会議にも参加するようになった。リーダー・オ

ルガナイザーという名称は，この 4人が，母親たちの指

導者としての役割（リーダー）に加えて，これまで教会

ワーカーが専ら担ってきた母親たちの組織化という役割

（オルガナイザー）も併せて担うことを示している。 こ

のL.O．の起用は，司祭や教会ワーカーが，彼女たちの

現地輯告ー― 'LT - ＿ 

職務遂行能力が自分たちの代行をできる水準に逹し，対

等の関係で仕事が進められるようになったと判断したこ

とを意味する。このL.o．は，信徒の指導者を養成する

という基礎共同体における方策の 1つの到達点とみるこ

とができる（注10)。第2図ー CにL.O.と他の役職との関

係を示す。

1989年6月に担当のワーカーと L.o.は，プクロッド

・イナが動員することのできる構成員数を知るために，

会合や活動へ参加している者を28のバランガイについて

列学して整理した。それによると常に参加している者が

269人おり，そのうちで 97人が特に積極的であると評価

された。 36のバランガイ全体では常に参加している母親

の数は 300人を超えるものと推定される。栄養プログラ

ムから続けられた母親の組織化は， I卜教区の母親たちに

ある程度のインパクトを与えてきたということができる。

（注1) 1979年には 3人だった組織化を担当する教

会ワーカーが 85,86年に 2人ずつ増えて 7人になっ

たことに，それはよく示される。教会ワーカーがこの

ように増強された直接の要因は，この時期までにカト

ゥハのマングロープで個人所有の養魚池が増え，近隣

の住民が自由に魚を採ることのできる場所が減ったと

いう問題であったが，この他に1983年のベニグノ・ア

キノ氏暗殺以後の国内経済の悪化による住民の生活の

困窮と，社会的な問題に関するフィリピン・カトリック

司教会談 (CatholicBishops'Conference of the Phi-

lippines)の声明も間接的に影響したと推察される。

（注2) 沿岸漁業の組織では， 沿岸でのサバヒー

（東南アジア海城産の食用魚）養殖用稚魚の捕獲権の

紆年の市による競売の時に，零細漁民700人が組合と

して卸売業者と対抗し， 1985年から 3年間権利を獲

得し， 卸値が業者によって引き下げられるのを防い

だ（この競売制度は88年から廃止され，現在は沿岸で

の稚魚捕獲の規制はない）。

（注3) シン枢機卿 (JaimeSin) が「現世の秩序

を変革し，それをより適切で，人間的で，そしてキリ

スト教的なものにするという，基本的で究極的な役割

は信徒のものである」 (Sin,J., "Position Paper on 

Evangelization: Justice, Development and Libera-

tion in the Archdiocese of Manila Today," Boletin 

eclesiastico de Filipinas, 第51巻第 575-576号， 1977 

年， 600ページ）と述べているように，フィリヒ゜ンの教会

指潤者層 (hierarchicalleadership)は，信徒が社会の

変革・刷新の役割を担うという見解をしばしば表明し

てきた。カトゥハの民衆会譲も教会のうちで，信徒によ
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る社会変革のための手段の 1つに位置づけられよう。

しかし教会が社会的な活動を行なうことに批判的な聖

職者も少なくなく，このような組織の教会内での地位

は必ずしも安定していない。 Gaspar,前掲論文を参照。

（注4) カトゥハには健康省から派遣された看護婦

1人と助産婦 (midwife) 7人が常駐しているが，全

員で巡阿しても週に 1~2日しか 1つのバランガイに

は滞在できず，さらに1t務上の仕事にも忙殺されてい
る。また診療器具や常備薬品が揃っていない。

（注5) この栄養プログラムについての1989年3月

までの調査結果を，同年6月の日本比較教育学会第25

回大会における口頭発表「フィリピンの地域教会によ

る教育活動」のうちで報告した。

（注6) このことは，母親たちの議論がやがては社

会変革を含むものにまで展開することを，教会ワーカ

ーが志向していることを示している。しかし筆者との

面談で社会変革に関する明確なヴィジョンを聞くこと

ができなかったことから，これまでのところ教会ワー

カーの主な関心は，当面の課題である組織の確立と指

導者の技術的梵成とにあるとみられる。

（注7) 筆者は1986年7月26日の朝 9時から午後 3

時まで前述のハイスクールの教室で開かれた研修会を

観察したが，そこではこのハイスクールの副校長を講

師に招いての「教育とは何か」という講義や，模擬学

習会が行なわれた。模擬学習会は各教育委員が出席者

を相手に，用意してきた学習会の司会進行を順番に行

なうもので，終了後に互いの長所と短所についての評

価を交換するなど，司会進行の技術の向上を図ること

がねらいとされている。

（注8) 1989年5月23uには民衆会議の代表 15人
が，アゴス河上流での違法乱伐への対応を当局へ陳情

した。これは前年11月の洪水（第m節の（注5)を参照）
の際の被害が，この乱伐によって拡大されたという見

方があるためで，陳情の後，当局による視察が行なわ

れた。

（注9) カトゥハ全体の活動や行市への母親の組織

の参加は，プクロッド・イナや民衆組織の結成以前か

ら行なわれてきた。たとえば自由選挙全国市民運動

(National Citizens Movement for Free Election。略

称 NAMFREL)はカトゥハは教会が中心となって運

営されてきており， 1986年10月の新憲法信任投票，
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87年5月の上院議員選挙などに際し，母親たちも他の

組織と協力してこの仕事に携わった。またクリスマス

や復活祭などの祭儀の準備の時には聖堂の消掃と装飾

を母親たちが担当してきた。

（注10) 1989年3月6日に観察した教会ワーカーの

会厳では， 4人のL.O．が，積極的に発言し，他の常

勤のワーカーと対等に，臆せず話し合いに参加してい

た。

おわりに

以上みてきたようにカトゥハの基礎共同体は．ラジオ

学校の聖書研究を通じて形成されてきた。さらに1985年

頃から，参加者の問題により具体的に対応するために分

野ごとの 8つの組織が新たに形成された。この展開にお

いて一貫してみられたのが信徒指導者の養成であり．養

成された指溝者を中心にして住民の参加が実現されてき

た。母親の組織においては，養成された指導者のうちの

4人が，司祭や教会ワーカーと対等の関係で仕事を遂行

することができると認められるまでになり，活動に常に

動員することのできる母親の人数も 300人を超えると推

計されるまでになった。本稿では 8つの組織のうちから

この母親の組織を例として取り上げたが，他の組織の場

合でも，信徒指導者の養成が重視されているのは同様で

ある（注1)。

こうして基礎共同体は，養成された指導者を I:l1心とし

て住民を活動に参加させることによって，その意識の向

上を促し，地域社会に一定のインパクトを与えている。

初めに記したように，カトゥハの基礎共同体は司教の支

援という恵まれた条件の下で興隆したのであり，フィリ

ピンの他の地域の基礎共同体と同列に並べることはでき

ない（注2)。しかし人口の84厖をカトリック信徒が占める

フィリヒ゜ンでは，その影響力は看過することはできない

のである。

（注1) たとえば稲作農業に従事する人々の組織で

は，指導者のための研修会が前述のハイスクールの教

室を借りて1989年8月25~27日に泊まり込みで行なわ

れ， 40人が出席した。

（注2) 聖職者との対立が，基礎共同体の展開の障

害となっている地域もある。 Gaspar,前掲論文を参照。

（東京大学大学院教育学研究科）
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